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殉教者主教ローマのクレメント 

Clemens Romanus 

（？～100頃） 

～使徒の弟子、ローマ第 3 代主教～ 

 

＜人名事典などでの別表記：クレーメンス 1世＞ 

 

 クレメントは、エイレーナイオスの「異端反駁」によれば第 3代

（第 4代とする説もあり）のローマ教皇です。この時期のキリスト

教会では、使徒たちが次々に殉教の死を遂げていったために、直接

イエスと関わったことのない人たちの時代に入っていきます。つま

り使徒時代とのつながりという点で、後の教会の伝統に大きな意味

を持つ時期といえます。 

 90 年代に、使徒パウロが建てたコリントの教会は荒れていまし

た。教会の中にはさまざまな党派が生まれ、主教や司祭に対する反

対運動も起こります。その結果、多くの年配の聖職者たちはコリン

トの教会から排斥されました。この状況を見ていた信徒から直訴を

受けたクレメントは、初めてのローマ教皇による回勅ともいうべき

「クレメンスの第一の手紙」をコリントの教会に送ります。そこに

は、理由もなく排斥された聖職者を再び迎えるように、また互いに

謙遜であるようにとすすめてありました。それはまさに彼の名「ク

レメント」の意味（温和な、情け深い）どおりといえるでしょう。

この手紙は使徒教父文書と呼ばれ、1世紀末のキリスト教会の状況

を伝える歴史的な資料となります。またこの手紙は、ローマ教皇の 

                    

神品到命者ロマの 

                  「パパ」クリメントの 

           イコン                  

                   

                              

       

首位権を主張し、その権威は神から使徒を通じて受け継がれたもの

であるとも書かれています。 

彼は手紙の中でペトロとパウロの殉教についても触れます。しか

し彼がパウロやペトロと共に行動したかどうかは、信憑性に欠けま

す。またクレメントの名前を冠した、他の人が書いた手紙や文書も

あり、彼が初代教会にどれほど受け入れられていたかがうかがい知

れます。 

彼の最後については正確には伝えられていませんが、トライアノ

皇帝のときに迫害され、奴隷としてクリミア半島で労働させられた

という説があります。その説によると、彼は首にいかりをつけられ

たまま海に投げ込まれたといいます。しかし、すぐに水がひき、彼

の亡骸が海底にある大理石の墓地に入っていったと伝えられます。 

＜特祷＞ 

全能の神よ、あなたはみ力と恵みによって、聖なる殉教者主教ロー

マのクレメントに苦難に勝ち、死に至るまで忠実である生涯を与え

られました。どうか恵みをもってわたしたちを強め、どのような迫

害にも耐え、主イエス・キリストのみ名を忠実に証することができ

ますように、主は父と聖霊とともに一体であって世々に生き支配し

ておられます。     アーメン 


